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　7 月 4 日（木）、第 59 回稚内地
区音楽大行進が行われ、市内の中
学生、高校生、一般演奏者の 6 団体、
約 200 人が参加しました。
　稚内副港市場から宗谷経済セン
ターまでをパレードし、それぞれ
が息の合った軽快な音色を響かせ
ました。

　全国樺太連盟が建設していた、旧樺
太島内にあった 23 基の慰霊碑の存在を
明記した「望郷の樺太」の碑がこのほ
ど完成。7 月 19 日（金）、稚内公園で
道内外に住む樺太出身者や関係者など
100 名の出席のもと建立除幕式が執り
行われました。出席者は故郷である樺
太への思いを馳せ、これまでの歴史を後
世に伝えていくことを誓っていました。

　海上自衛隊の護衛艦「ちょうかい」
が末広ふ頭に入港し、7 月 20 日（土）、
21日（日）に艦内を一般公開しました。
　ミサイルの展示や、装備品の説明、
制服の試着体験など様々な催しのほ
か、機関砲のデモンストレーションで
はあまりの大迫力に驚く子どもたち
も。多くの家族連れが興味深げに見学
を楽しんでいました。

　7 月 17 日（水）～ 20 日（土）にかけて、
市内 3 か所で市役所庁舎整備に関する市民説
明会が開催されました。
　担当職員から、これまで行ってきた市民ワー
クショップや職員プロジェクトチームによる検
討、学識経験者による庁舎整備のあり方につい
ての調査などの取り組み経過を報告。続いて、
老朽化や耐震強度不足といった現庁舎の現状と
課題、改築と改修のコスト比較や将来人口の推
移などの資料を用いながら庁舎整備の必要性や

整備地区について説明しました。
　地域の皆さんからは「用事があって行く庁舎
ではなく、市民が気軽に憩えるような庁舎を」、

「将来人口や高齢化を見据え、身近な施設で用
事が済ませられるよう、庁舎の機能を一部地域
の施設に移すなどし、本庁舎はコンパクトに」
など活発な意見が出されていました。
　今後も様々な方法で皆さんの意見をいただき
ながら整備に向けた取り組みを進めていきます。
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夏の風物詩！音楽大行進

宗谷岬を満喫！
　ツアーセンター Base Soya

市役所庁舎整備に皆さんのご意見を ～市民説明会開催～

後世に伝えたい 望郷の樺太の碑

　NPO 法人認知症フレンドシップクラブが主催するリ
レーイベント「RUN 伴」は、認知症の方やその家族、支
援者、地域の皆さんが少しずつリレーをしながらタスキ
をつないでいくイベントで全国各地で開催されています。
　本市でも、認知症の知識を共有することで、認知症に
なっても地域でサポートし合える安心なまちをつくるこ
とをめざして 3 年前からこのイベントに参加しており、
今年は 6 月 29 日（土）宗谷岬をスタート、37 チーム
145 人が市役所までタスキをつなぎました。

　会社員でありながら「自転車世界一周」の夢を実現した経験のある兵庫県
在住の坂本達さん（ミキハウス勤務）が、今度は奥さんと二人の息子たちと
一緒に世界の各国を走破する「坂本家自転車世界６大陸大冒険」に挑戦して
います。8 年をかけて世界各国を巡る計画で、既にニュージーランドやスペ
イン、アラスカ、ネパールなどを走破。
　5 年目となる今年は、北海道を 2 ヵ月かけて走行するため、7 月 2 日（火）
に宗谷岬を出発。坂本達さんは「子どもたちに自転車ならではの出会いを楽し
み、北海道の文化や暮らしを知り、たくさんの経験をしてほしい」と話してい
ました。8 月 24 日（土）に苫小牧への到着をめざし、ペダルをこぎ続けます。

～認知症への理解を深めよう～
　　RUN 伴でタスキつなぐ

一家で
世界 6 大陸の大冒険！

大迫力！護衛艦「ちょうかい」入港

　今年も7月１日（月）から、宗谷岬展望台の１階にツ
アーセンター「Base Soya」がオープンしました。
　この「Base Soya」では観光案内をはじめ、ガイドと
行く「宗谷岬歴史めぐり」や「宗谷丘陵ガイドウォーク」、
電動自転車を貸し出す「レンタサイクル体験プラン」な
どが用意されており、カフェスペースも併設。
　レンタサイクル体験プランでは、周氷河地形が残る
北海道遺産「宗谷丘陵」と、人気スポット「白い道」をの
んびり走ることができます。関西から観光で訪れレン
タサイクルプランを利用していたご夫婦は「気持ちの
良い道でした。ここならではの貴重な体験ですね」と話
していました。
　「Base Soya」では今年から「白い道」までの送迎付
ウォークツアーのプランも用意するなど、充実の体験
メニューを用意し観光客の皆さんをお待ちしています。

詳細はオフィシャルサイトで紹介しています(http://www.mikihouse.co.jp/tatsu）


